
　学校法人池田学園

東京服飾専門学校

1.教育理念と取組、成果

1 全ての教職員について実務経験において内外に示せる活躍を持つ人を採用し、「ファッション業界で
　の即戦力となる人材の育成」を目標に、各学科が目指す職種に合致した教育を行うことを全教職員に
　徹底できていると評価するものである。
　また創設者の池田淑子が考案した池田式製図法をはじめ、実践的な技術や知識を身に付けられる
　よう指導を行っている。
　学生ひとりひとりが知識や技術を確実に身につくように、懇切丁寧な教育・指導を心がけている。

2 企業からの講師を交えた産学連携授業を積極的に取り入れることによって、現場で求められる知識や
　技能の習得を目指し、人材の育成に役立てている。さらにそうした知識や技術を持った学生を育成す
　るべく、授業内容や設備の拡充を行った。

3 産学協同授業や研修などの授業内容や、就職実績などの情報を学校資料・ホームページ・オープン
　キャンパスの説明会資料で公開し、成果を明示している。

4 教職員および学生が、研修先企業の機密情報に触れる機会も多いため、コンプライアンスに対する
　意識教育を徹底して意識を高めることは、社会に出る上での大きな経験になると考えられる。
　特に学生においては機密の取り扱いを理解するために、研修前に面談や誓約書の提出をおこない、　
　問題発生の防止に努めてきており、職務によって知りえた情報の取り扱いに留意するという社会人
　としての常識を実践の場で身に付ける良い機会となっている。
　また外部からも一定の評価がいただけるものと自負する。

5　検定試験においては以下の様な合格率結果となった。

　　　　　　　　パターンメイキング　　　　　3級　　　 　89％
　              パターンメイキング　　　　　2級　　　 　50％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　 　　　　3級　　　　 57％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　　　　　 2級　　　　 68％
                色彩検定　　　　　　 　　　　1級　　　　 100％
　　　　　　　　洋裁技術認定　    　　　　初級　　　　 100％
　　　　　　　　洋裁技術認定　    　　　　中級　　　   59％
　　　　　　　　洋裁技術検定　    　　　　上級　　　   67％
               ファッションビジネス検定　　3級         52％
　　　　　　　 ファッションビジネス検定　　2級        100％
             　ファッション販売能力検定　 3級　　    100％

　

6 上記について、入学志望者には体験入学や学校見学の機会を含め、学校パンフレット、ホームページ
等において、入学を希望する学生や保護者に対しては様々な場面で周知を行っている。

2.学校運営について

1 毎年入学志望者は増加しており、本年度は221名という過去最多の入学希望を受け、全ての学科
　コースにおいて募集定員を上回る結果となった。

2 '19年度の後期より、オンライン授業の導入に向けた準備を始め、’19年度の卒業式を始め、入学式
　の前の早い時期から在宅での授業が執り行えるように整えた。また校内での感染防止や衛生環境を整
　え、感染症の校内持ち込みを未然に防ぐ取りくみを徹底して実施。校舎内の各所で空調監視を可能と
　し、現在は対面授業とオンライン授業の双方を通常授業形態として行っている。

3 学校資料やオープンキャンパスでの説明会において、実施されているカリキュラムの内容や産学連
　携、インターシップ、就職状況などを適切に説明している。

3.学生就職率等について

就職率向上のため、エントリーシートの作成から担任・就活担当による細やかなサポートを行っている。
ファッション業界は職種だけでなく、ブランドの系統、企業の特色なども学生の志望と一致しなければ
早期退職につながるため、学生の志望を把握した上でのマッチングが重要と考え、適切な指導ができて
いるものであると評価する。

就活担当を各学科ごとに取りまとめることで、求人内容に設定された技能や人格等の傾向を把握。
また、求人担当者との連絡を取ることでも、求められる人物像を常にリサーチしている。
外部との連携を常に密にするよう勤めている。

本年度は新型コロナ感染症流行によりアパレル・ファッション業界が不況となり、求人そのものが減少した。
よって、本年度の就職希望者内定率は平均で50％程度の結果となった。このため、卒業時点で内定が決まら
なかった学生については就職室を開放し、引き続き就職指導と求人情報の公開をしている。
卒業後、一年以内の就職を目標として指導を継続している。

令和3年度　事業報告書



　学校法人池田学園

東京服飾専門学校

1.教育理念と取組、成果

1 全ての教職員について実務経験において内外に示せる活躍を持つ人を採用し、「ファッション業界で
　の即戦力となる人材の育成」を目標に、各学科が目指す職種に合致した教育を行うことを全教職員に
　徹底できていると評価するものである。
　また創設者の池田淑子が考案した池田式製図法をはじめ、実践的な技術や知識を身に付けられる
　よう指導を行っている。
　学生ひとりひとりが知識や技術を確実に身につくように、懇切丁寧な教育・指導を心がけている。

2 企業からの講師を交えた産学連携授業を積極的に取り入れることによって、現場で求められる知識や
　技能の習得を目指し、人材の育成に役立てている。さらにそうした知識や技術を持った学生を育成す
　るべく、授業内容や設備の拡充を行った。

3 産学協同授業や研修などの授業内容や、就職実績などの情報を学校資料・ホームページ・オープン
　キャンパスの説明会資料で公開し、成果を明示している。

4 教職員および学生が、研修先企業の機密情報に触れる機会も多いため、コンプライアンスに対する
　意識教育を徹底して意識を高めることは、社会に出る上での大きな経験になると考えられる。
　特に学生においては機密の取り扱いを理解するために、研修前に面談や誓約書の提出をおこない、　
　問題発生の防止に努めてきており、職務によって知りえた情報の取り扱いに留意するという社会人
　としての常識を実践の場で身に付ける良い機会となっている。
　また外部からも一定の評価がいただけるものと自負する。

5　検定試験においては以下の様な合格率結果となった。
　　（冬期のみ※夏期は新型コロナウイルスの影響で全検定中止）

　　　　　　　　パターンメイキング　3級　　　 　　 96％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　 3級　　　　  　62％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　 2級　　　　  　80％
　　　　　　　　洋裁技術認定　    初級　　　　   50％
　　　　　　　　洋裁技術認定　    中級　　　　   47％
　　　　　　　　洋裁技術検定　    上級　　　　   75％
               ファッションビジネス検定　3級     40％

6 上記について、入学志望者には体験入学や学校見学の機会を含め、学校パンフレット、ホームページ
等において、入学を希望する学生や保護者に対しては様々な場面で周知を行っている。

2.学校運営について

1 
引き続き入学志望者は募集定員の確保、一部の学科コースにおいては定員以上の応募者数がおり、定員を
上回る結果となった。

2 
'21年度の後期より、DX教材や機材の導入を進め、新しい学びの形の実現を進めている。また教室環境の改
善取り組みとして、別館校舎のリニューアルと全館の大規模修繕工事を実施する。

3 学校資料やオープンキャンパスでの説明会において、実施されているカリキュラムの内容や産学連
　携、インターシップ、就職状況などを適切に説明している。

3.学生就職率等について

就職率向上のため、エントリーシートの作成から担任・就活担当による細やかなサポートを行っている。
ファッション業界は職種だけでなく、ブランドの系統、企業の特色なども学生の志望と一致しなければ
早期退職につながるため、学生の志望を把握した上でのマッチングが重要と考え、適切な指導ができて
いるものであると評価する。

就活担当を各学科ごとに取りまとめることで、求人内容に設定された技能や人格等の傾向を把握。
また、求人担当者との連絡を取ることでも、求められる人物像を常にリサーチしている。
外部との連携を常に密にするよう勤めている。

本年度は新型コロナ感染症流行によりアパレル・ファッション業界が不況となり、求人そのものが減少した。
よって、本年度の就職希望者内定率は平均で50％程度の結果となった。このため、卒業時点で内定が決まら
なかった学生については就職室を開放し、引き続き就職指導と求人情報の公開をしている。
卒業後、一年以内の就職を目標として指導を継続している。

令和2年度　事業報告書



学校法人　池田学園

東京服飾専門学校

1.教育理念と取組、成果

全ての教職員を、実務経験において内外に示せる活躍を持つ人を採用し、また創設者の池田淑
子が考案した池田式製図法をはじめ、実践的な技術や知識を身に付けられるよう指導を行ってい
る。学生ひとりひとりが知識や技術を確実に身につくように、懇切丁寧な教育・指導を心がけている
。

企業の人事担当者を交えた産学合同授業を積極的に取り入れることによって、現場で求められる
知識や技能、人格を確認。対応した知識や技術を持った学生を育成するべく、授業内容や設備の
拡充を行った。

産学協同授業や研修などの授業内容や、就職実績などの情報を学校資料・ホームページ・オープ
ンキャンパスの説明会資料で公開し、成果を明示している。

検定試験においても以下の様な合格率結果となった。

　　　　　　　　パターンメイキング　　　　　　　3級　　　 　100％
　　　　　　　　パターンメイキング　　　　　　　2級　　　　 　33％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　　　　　　　 3級　　　　  　88％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　　　　　　　 2級　　　　  　50％
　　　　　　　　洋裁技術認定　　　　　　　    中級　　　　   38％
　　　　　　　　洋裁技術検定　　　　　　　    上級　　　　   50％

教職員および学生が、研修先企業の機密情報に触れる機会も多いため、コンプライアンスに対す
る意識教育を徹底するため、特に学生においては機密の取り扱いを理解するために、研修前に面
談や誓約書の提出などを行い、問題発生の防止に努めた結果、特に問題もなく、一定の評価がで
きるものと自負する。

学生の法令順守意識を高めることは、社会に出る上での大きな経験になると考えられる。職務によ
って知りえた情報の取り扱いに留意する、という社会人としての常識を、実践の場で身に付ける良
い機会となっている。

「ファッション業界での即戦力となる人材の育成」を目標に、各学科が目指す職種に合致した教育
を行うことを全教職員に徹底できていると評価するものである。

上記について、入学志望者には体験入学や学校見学の機会を含め、学校パンフレット、ホームペ
ージ等、学生や保護者に対しては様々な場面で周知を行っている。

令和1年度　事業報告書



2.学校運営について

全国の高等学校への学校資料配布を始め、進学系ウェブサイトにて学校の情報と共に入学案内
を掲載。オープンキャンパスや学校見学などのイベントに参加した学生に対して、授業内容や就職
率などを説明し、適切に行っている。

学校資料やオープンキャンパスでの説明会において、授業内容や産学協同授業・研修の内容、
就職状況などを適切に説明している。オープンキャンパスでは学生や卒業生もスタッフとして参加
し、自らの体験を直接伝えている。

体験入学においては、参加者の高校と当校学生の出身高校とのマッチングを行い、学生スタッフと
の円滑な
コミュニケーションを通して、学校生活をより身近なものとして体験してもらえるよう尽くしている。

上記の取り組みにより、年々入学志望者は増加しており、H29年度が131名に対して、本

年度は

150名と着実に結果を出せていると評価する。

3.学生就職率等について

就職率向上のため、エントリーシートの作成から担任・就活担当による細やかなサポートを行って
いる。ファッション業界は職種だけでなく、ブランドの系統、企業の特色なども学生の志望と一致し
なければ早期退職につながるため、学生の志望を把握した上でのマッチングが重要と考え、適切
な指導ができているものであると評価する。

就活担当を各学科ごとに取りまとめることで、求人内容に設定された技能や人格等の傾向を把握。
また、求人担当者との連絡を取ることでも、求められる人物像を常にリサーチしている。外部との連
携を常に密にするよう勤めている。

上記の結果、本年度の就職希望者内定率はビジネス科で100％という高い数字をはじめ、平均70
％を超えるものとなり、評価ができる結果となった。



学校法人　池田学園

東京服飾専門学校

1.教育理念と取組、成果

全ての教職員を、実務経験において内外に示せる活躍を持つ人を採用し、また創設者の池田淑
子が考案した池田式製図法をはじめ、実践的な技術や知識を身に付けられるよう指導を行ってい
る。学生ひとりひとりが知識や技術を確実に身につくように、懇切丁寧な教育・指導を心がけている
。

企業の人事担当者を交えた産学合同授業を積極的に取り入れることによって、現場で求められる
知識や技能、人格を確認。対応した知識や技術を持った学生を育成するべく、授業内容や設備の
拡充を行った。

産学協同授業や研修などの授業内容や、就職実績などの情報を学校資料・ホームページ・オープ
ンキャンパスの説明会資料で公開し、成果を明示している。

検定試験においても以下の様な合格率結果となった。

　　　　　　　　パターンメイキング　      　3級　　　　 　60％
　　　　　　　　ビジネス検定　　　　　       3級　　　　　  63％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　　       3級　　　　  　75％
　　　　　　　　色彩検定　　　　　　       　1級　　　　  　50％　　　　　　　　
                  洋裁技術認定　　　　　   中級　　　　 100％
　　　　　　　　洋裁技術検定　　　 　     上級　　　　  100％

教職員および学生が、研修先企業の機密情報に触れる機会も多いため、コンプライアンスに対す
る意識教育を徹底するため、特に学生においては機密の取り扱いを理解するために、研修前に面
談や誓約書の提出などを行い、問題発生の防止に努めた結果、特に問題もなく、一定の評価がで
きるものと自負する。

学生の法令順守意識を高めることは、社会に出る上での大きな経験になると考えられる。職務によ
って知りえた情報の取り扱いに留意する、という社会人としての常識を、実践の場で身に付ける良
い機会となっている。

「ファッション業界での即戦力となる人材の育成」を目標に、各学科が目指す職種に合致した教育
を行うことを全教職員に徹底できていると評価するものである。

上記について、入学志望者には体験入学や学校見学の機会を含め、学校パンフレット、ホームペ
ージ等、学生や保護者に対しては様々な場面で周知を行っている。

平成30年度　事業報告書



2.学校運営について

全国の高等学校への学校資料配布を始め、進学系ウェブサイトにて学校の情報と共に入学案内
を掲載。オープンキャンパスや学校見学などのイベントに参加した学生に対して、授業内容や就職
率などを説明し、適切に行っている。

学校資料やオープンキャンパスでの説明会において、授業内容や産学協同授業・研修の内容、
就職状況などを適切に説明している。オープンキャンパスでは学生や卒業生もスタッフとして参加
し、自らの体験を直接伝えている。

体験入学においては、参加者の高校と当校学生の出身高校とのマッチングを行い、学生スタッフと
の円滑な
コミュニケーションを通して、学校生活をより身近なものとして体験してもらえるよう尽くしている。

上記の取り組みにより、年々入学志望者は増加しており、H29年度が131名に対して、本

年度は

150名と着実に結果を出せていると評価する。

3.学生就職率等について

就職率向上のため、エントリーシートの作成から担任・就活担当による細やかなサポートを行って
いる。ファッション業界は職種だけでなく、ブランドの系統、企業の特色なども学生の志望と一致し
なければ早期退職につながるため、学生の志望を把握した上でのマッチングが重要と考え、適切
な指導ができているものであると評価する。

就活担当を各学科ごとに取りまとめることで、求人内容に設定された技能や人格等の傾向を把握。
また、求人担当者との連絡を取ることでも、求められる人物像を常にリサーチしている。外部との連
携を常に密にするよう勤めている。

上記の結果、本年度の就職内定率は前年度同様平均80％を超えるものとなり、評価ができる
結果となった。



学校法人　池田学園

東京服飾専門学校

1.教育理念と取組

全ての教職員を実務経験において、内外に示せる活躍を持つ人を採用し、また創設者の池田淑子が
考案した池田式製図法をはじめ、実践的な技術や知識を身に付けられるよう指導を行っている。学生
ひとりひとりが知識や技術を確実に身につくように、懇切丁寧な教育・指導を心がけている。

産学合同授業や研修先の企業・人物と連携を図ることで、現場で求められる知識や技能、人格を確認
。対応した知識や技術を持った学生を育成するべく、授業内容や設備の拡充を行っている。

教職員および学生が、研修先企業の機密情報に触れる機会も多いため、コンプライアンスに対する意
識教育を徹底している。特に学生においては機密の取り扱いを理解するため、研修前に面談や誓約
書の提出などを行い、問題発生の防止に努めている。

就活担当を各学科ごとに取りまとめることで、求人内容に設定された技能や人格等の傾向を把握。ま
た、求人担当者との連絡を取ることでも、求められる人物像を常にリサーチしている。外部との連携を常
に密にするよう勤めている。

学生の法令順守意識を高めることは、社会に出る上での大きな経験になると考えられる。職務によって
知りえた情報の取り扱いに留意する、という社会人としての常識を、実践の場で身に付ける良い機会と
なっている。

産学協同授業や研修などの授業内容や、就職実績などの情報を学校資料・ホームページ・オープン
キャンパスの説明会資料で公開している。ただし、個人情報や相手先企業との公開条件等を踏まえた
上で、可能な範囲での情報を行っている。

検定試験においても以下の様な合格率結果となった。

　　　　　　　　パターンメイキング　     　2級　　　      　50％
　　　　　　　　ビジネス検定　            　3級　　　　　　　84％
　　　　　　　　色彩検定　　　             　3級　　　　　　　72％

校内ネットワークを構築して業務上の連絡を効率化しているほか、学籍管理ソフトを使用して出欠や成
績、就職先などのデータを集約している。

「ファッション業界での即戦力となる人材の育成」を目標に、各学科が目指す職種に合致した教育を行
うことを全教職員に徹底できていると評価するものである。

上記について、入学前、入学希望時点での体験入学や学校パンフレット、ホームページ、入学後は入
学式や卒業式の挨拶もちろん、様々な場面で学生や保護者に対して周知を行っている。
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2.学校運営について

全国の高等学校への学校資料配布を始め、進学系ウェブサイトにて学校の情報と共に入学案内を掲
載。オープンキャンパスや学校見学などのイベントに参加した学生に対して、授業内容や就職率など
を説明し、適切に行っている。

学校資料やオープンキャンパスでの説明会において、授業内容や産学協同授業・研修の内容、就職
状況などを適切に説明している。オープンキャンパスでは学生や卒業生もスタッフとして参加し、自らの
体験を直接伝えている。

上記の取り組みにより、年々入学志望者は増加しており、H28年度が112名に対して、本年度

は

130名と着実に結果を出せていると評価する。

3.学生就職率等について

就職率向上のため、エントリーシートの作成から模擬面談等、担任・就活担当による細やかなサポート
を行っている。ファッション業界は職種だけでなく、ブランドの系統、企業の特色なども学生の志望と一
致しなければ早期退職につながるため、学生の志望を把握した上でのマッチングが重要と考え、適切
な指導ができているものであると評価する。

就活担当を各学科ごとに取りまとめることで、求人内容に設定された技能や人格等の傾向を把握。ま
た、求人担当者との連絡を取ることでも、求められる人物像を常にリサーチしている。外部との連携を常
に密にするよう勤めている。

上記の結果、本年度の就職内定率は平均80％を超えるものとなり、評価ができる結果となった
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